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看護研究支援の模索

Ｉ．はじめに

実践と思考が影響しあい変化しながら推移し

た約１年間の状況を短くまとめてみます。なに

か標準形が確立された図書館サービスがあっ

て、どこかで作成されたガイドラインに則って

そのサービスを導入した…というタイプの実践

ではありませんので、「なんだこれは？」と思

われるかもしれません。

それは正しい感想で、実践知を集めて標準化

し、各地の図書館・図書室で質のいいサービス

が実現できるようなツール(ガイドラインなど）

を共有財産化することは図書館全体のサービス

向上には必要なことです。また、そうした図書

館サービスの標準形と直接関係のない方向の追

究にはリスクもあります。

ただ一方で「このままで、そのうち生計のた

つような司書職が広く世間で確立・一般化する

だろうか」「このままこの職場で司書でいつづ

けられるか」という図書館界で拡大しつづけて

いる深刻な事態があり、この問題について「あ

たりまえの図書館サービスを確実に」「お手本

に忠実」ということで近い将来なんとかなると

いう見通しをもつことは難しく感じられます。

私見ですが、手詰まりといっていい状況に司書

(あるいは司書志望の人たち）は直面している

のではないでしょうか。

この閉塞状況の時代に、非常に単純素朴な小

さな動機から出発し、方法論らしきもののなに

もないまま「とにかくまず動き、動きながら考

える。考えを実行し、ある種のサービスの確立

みやもとこういち：老年学傭報センター非常勤司啓

－２８－

宮本孝一

をめざす」という、ある意味お行儀の悪い発想

と行動を司書のみなさんに提示することは、な

にかしらの問題提起になるのではと考え、文章

にしてみました。

薮こぎのような模索の過程そのものの提示が

テーマなので、マニュアル化ができそうな「う

まくいく看護研究支援サービスのノウハウ」を

期待する方には無益な内容となっています。そ

ういうものが作れればいいとは考えますし、司

書が誰でも使えるような授業案や教材の開発

は、ある程度実現可能と思いますが。

Ⅱ、老年学情報センター

私が非常勤職員（司書）として勤めている

｢老年学情報センター」は、東京都老人医療

センター(以下､病院)と東京都老人総合研究所

(以下、研究所）共用の医学図書館です。主に、

医師や研究者が医学雑誌などを利用する場とし

て機能しています。

病院と研究所は、もとは都の養育院に属する

２施設でしたが、現在は、病院は都直営、研究

所は財団、と経営が分かれています。

情報センターは、病院や研究所と同じ敷地に

ありますが、母体施設とは別棟の建物となって

います。情報センターのスタッフ４名は、非常

勤職員・嘱託職員・委託社員で、正職員は配置

されていません。以前は、都の正職員（司書）

が２名配置されていましたが、数年前より、正

職員不在の図書館となりました。

春先に、新年度の年間計画や業務分担につい

て司書が話し合いをします。昨年度（平成１７年

度）の新規事業についても、司書（当時は非常



勤２名）で話し合いをもちました。

Ⅲ、新事業を考える

それ以前からアイデアは出していましたが、

年間計画として姐上にあげたのが「看護師対象

の研修会の実施」です。

病院・研究所の正職員を合わせても、その過

半数を占めるのは看護師です。しかし、看護師

の利用は年間を通してほとんどありませんでし

た。看護雑誌も数タイトル購入していますが、

来館する看護師はごく少数です。たまに来館す

る看護師の様子から、情報センターの開館時

間・貸出手続き・文献取り寄せなど基本的な

サービス内容もあまり知られていないことが伺

われました。それどころか、この図書館の存在

を知らない看護師も少なからずいる、という様

子でした。そこで、看護師を情報センターの中

に呼び集め、内部をみてもらい､利用方法を知っ

てもらう機会が必要と考えました。

もうひとつ「研修会の開催」に関わって情報

センターの課題としてあげたことは、病院や研

究所の年間の事業の流れに情報センターが位置

づいていないということです。情報センターの

１年は、母体施設の年間カレンダー（というも

のがもしあるとすれば）とはまったく関連性が

ありません。母体施設の年間の営みとまったく

独立して存在する図書館です。また、建物が職

員の動線上にないので、医療系職員や研究者、

事務系職員が「通りかかる」ということすらな

く、情報センターを利用目的とする常連の方々

しか現われない図書館となっています｡つまり、

独立というより、病院や研究所の運営から「孤

立」した図書館です。そこで、母体施設の年間

事業計画に情報センターが位置づくような、母

体施設と組織的に関わる催しを作りたいと考え

ました。

看護師の利用を促進することと、母体施設の

年間事業運営の中へ情報センターの存在を根づ

かせるということ、この２つの課題が、看護師

対象研修会というアイデアのベースです。とは
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言っても、研修会の適切な時期・時間帯・内容

など具体的なプランがあったわけではありませ

ん。また、この話をどこにもっていって、どう

いう手続きを経たら実施できるのか、なにもわ

かりません。とりあえず内容と時間と回数を考

えました。実施可能な具体的な準備ができてい

なければ話のもっていきようがありません。

そこで考えたのが､情報センター利用ガイダン

ス・医中誌Ｗｅｂの使い方、という、いかにも

図書館的なテーマと、看護研究の抄録作成での

Ｗｏｒｄの活用法です。Ｗｏｒｄを取り上げたのは、

来館した看護師からＷｏｒｄの操作について何度

か質問を受けたことがあったからでした。

Ｗｏｒｄの講習会に加えて､看護師の来館の機会

を増やすものとして､ＷｏｒｄやExcel､POwerPOint

などの使用法の相談を受けるというサービスも

打ち出すことにしました。この時点では、図書

館利用教育としてのパソコン利用という考えは

なく、図書館に看護師を呼ぶネタという程度の

発想でしかありませんでした。「パソコン教室

とパソコン個別相談」でしかなかったイメージ

は、その後、図書館や司書のありかたを再考す

る大きな切り口へと変化することになります。

まず、週１回１時間で数回開催する研修プロ

グラムを考え、それを案内チラシの形に仕立て

て、看護師長の集まる看護部の部屋に持ってい

きました。飛び込み営業です。そこで、具体的

な日取りを決めてほしいと言われ、一気に開催

の可能性が開けました。日程を組んで再度伺う

と、看護教育担当の看護師長に看護師全体への

宣伝と希望の取りまとめをしていただけるとい

うお話があり、これでいよいよ実行可能となり

ました。

Ⅳ．講習会の開催と思考の変化

まずは６月後半に全５回の講習会を実施しま

した。講習会終了後、看護教育担当の看護師よ

り「Excelでのデータ処理の講習もあるといい」

と言われ、そうか、じゃあ、次はExcelだ…と、

秋に全７回のExcel講習会を実施しました。看
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護研究でのデータ処理について、Excelの機能

を紹介するものです。「ああ、そうかじやあ

Excel…」ですので、それが司書の仕事なの

か？という自問はそこにはありません。

しかしながらExcel研修会の開催にむけてス

ライドやテキスト・実習用教材ファイルを作っ

ていくうちに、「この内容はもはやパソコン教

室ではない」ということがわかってきました。

看護研究でのデータ処理ですから、Excelの機

能の理解以前に基本的な統計知識の理解が必要

です。標準偏差の意味を知らずに標準偏差を求

める関数を知ってもそんな機能は使うはずがあ

りません。そのため研修会の内容は「パソコン

教室」ではなく「研究での統計処理講習会」の

意味合いが強いものになります。この時点で

｢看護研究支援サービス」というイメージが芽

生えました。しかしまだ、それが司書の仕事か

どうかはわかりませんでした。

Excel講習会の回を重ねていくうちに、看護

師の来館が増えてきました。文献取り寄せの申

し込み、端末での医中誌Ｗｅｂの利用が増えた

ほか､看護研究グループの作業場としての利用、

統計処理に関する個別相談、といった新しいタ

イプの来館利用者もでてきました。現在の利用

状況を見ても「看護研究のグループ作業の場」

という機能はだいぶ定着してきたと思われま

す。

個別相談への対応は、「セルの中で改行した

い」「ここに線を引きたい」といった、いかに

もなExcel相談ではなく、看護研究で集めた生

データからどういう要素をどのように整理して

どんな結論を出すかといった、研究の内容に立

ち入った作業になります。それは自然に看護師

といっしょに考える共同作業になります。個別

相談に何度か対応して、どんなデータを集めて

どんな解析をするのか、その結果から何を明ら

かにするのか、十分にビジョンが形成されてい

ないことがわかりました。これは、研究初期の

段階での先行研究調査（文献検索のポイント）

の指導とも関わる問題です。これで看護研究の

年間の流れに沿った支援サービスの必要性を実

感しました。「看護研究支援サービス｣のイメー

ジは、「絵に描いた餅」からさらに実体感のあ

る「半立体の餅」になっていきます。

「Excelでのデータ処理の講習会を」の次の

一撃（?）は、個別相談で寄せられた「検定と

いうのは、どうやるのか？」という相談でした。

有意の差があるとかないとかいう、あの検定で

す。そうか、じゃあ次は検定だ…と、準備をは

じめ、年が明けて３月にカイ２乗検定、翌年

(平成１８年）の夏に、ｔ検定の講習を実施しま

した。検定の講習を準備してわかったのは、

Excelの一般事務的な機能と違って、一般向け

に独学可能な内容で書かれた情報がほとんどな

いということです。書籍でもインターネットで

もなかなか十分なものがない。看護研究の途中

で看護師が泥縄式に数日勉強してどうこうする

という次元の問題ではありません。ここで、看

護研究支援サービスには「検定処理の人的サ

ポート」が不可欠な要素であることがわかりま

した。絵に描いた餅は、また膨らみました。

現在（平成19年１月現在）は、看護研究の年

間スケジュールに沿った新しいミニ研修会の年

間計画を考えようとしています。その上で、看

護研究のどの段階で情報センターのどんなサー

ビスが利用できるのかを１年の流れで示すガイ

ダンス、看護研究のテーマを見つける視点、先

行研究を調べるポイントと医中誌ｗｅｂの操作、

といった内容の講習会を、２月～４月に実施し

たいと思います。これらの取り組みで、看護研

究スケジュールに密着した看護研究支援サービ

スは、二次元の紙面を離陸して立体の餅になっ

ていくと想像しています。あとは餅をおいしく

する工夫の問題です。これがまた難しいのです

が。
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Ｖ・情報の「収集」か「利用」か

「これは司書の仕事なのか」という自問は忘

れてはいませんが、脇に置くという姿勢で進ん

できました。しかし、それでも脳は勝手に自身



を納得させるリクツを考えつづけるもののよう

で、図書館利用教育についてのいくつかの文章

を読んだりもして、自分なりの回答は、だいぶ

まとまってきています。

まずは、情報の加工・表現・発信に関する指

導はすでに図書館サービスの一環と認知されて

いるという事実があります。大学図書館におい

てですが、Ｗｏｒｄで抄録作成、PowerPointで

スライド作成…といったことは図書館サービス

の一部となっています。病院図書館（室）でも

実態として多少は行われているはずです。

さらに、看護研究への深い関わりは、「利用

者グループのメンバーに混じった司書」という

場面を生み出します。それは、「情報の収集を

サポートする司書」という伝統的な司書観に合

致した行動とはすこし異なる、「情報を集めて、

それを実際に使って役立たせるところまでサ

ポートする司書」というスタイルを、一部実現

する場として作用する可能性があります。

いかなる情報も集めて終わりではありませ

ん。最終的に現実に役に立たなければ意味がな

い。しかもそれは実際にはなかなか難しいこと

です｡そのせいか司書の専門職性の表現として、

｢情報収集・検索のプロ」という意味合いのコ

トバだけでは、なにか世間一般への説得力が足

りないように感じます。図書館を経由しない情

報入手の手段が拡大している現状や、いろいろ

な館種で司書のパートタイマー的雇用が拡大し

ている現実と併せてみると、「情報収集・提供」

という面だけで司書が一個の職業であるべきこ

と（それほどの専門性）をサービス対象者に実

感してもらうのは、ますます困難な時代になっ
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てきていると思われます。そこで、「情報入手

だけではなく情報活用全般の指導ができる司

書」「研究メンバーの一員として行動する司書」

といった事実を積極的につみ重ねていくこと

は、今後必要なことではないかと考えます。看

護研究支援サービスという取り組みは、その場

面になりうると考えます。病院図書館司書が看

護研究支援サービスを確立する意味がそこにあ

ります。

Ⅵ、非常勤がこんなことまで

この一連の取り組みについて「非常勤がこん

なことまでして…」｢安く使われているだけじゃ

ないか」という感想をもった方もいらっしゃい

ます。その人の個人的な実情に即して考える限

り、それも現実的な正しい判断でしょう。ただ

し、不安定雇用の拡大という現状での司書職の

確立について、これから何をしてどこに向かっ

ていけばいいか？という、より普遍的な問題意

識としては、何を考えているのかよくわからな

い意見でもあります。

看護研究支援サービスで司書職の状況が変わ

るという保証は当然どこにもないのですが、同

時に、一般的な図書館サービスだけきちんと

やっていれば自然に司書の仕事の状況が好転す

るなどという見通しをもつことも困難です。図

書館の従来の仕事を確実に忠実にこなしていれ

ば近い将来認められて…などということは、ど

んなエビデンスに基づけば説明可能でしょう

か。その逆はたしかに真ではありますが。

「非常勤がこんなことまでして」…みなさん

は、どうお考えになりますか。
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